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保育所で「なつまつり」
　７月１４日、保育所で「なつまつり」が開催され、
多くの親子連れで賑わいました。
　今回も昨年に引き続き、子育て支援センター登
録児の家族も参加し、おもちゃの金魚釣りや小麦
粉粘土、ヨーヨー釣りにポップコーン、かき氷な
どが用意され、外は台風が接近しているのも忘れ
るぐらい、楽しいひと時を過ごしました。



　

7
月
7
日
、
村
井
ア
イ
コ
さ
ん
（
和
木

3
丁
目
）
が
満
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
、
古
木
町
長
か
ら
長
寿
の
お
祝
い
と
し

て
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

村
井
さ
ん
は
、
自
分
に
合
っ
た
健
康
法

を
見
つ
け
出
し
、
そ
れ
を
毎
日
実
践
す
る

こ
と
で
、
現
在
も
健
康
な
体
を
維
持
し
て

お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
体
に
気
を
つ
け
ら
れ
、

い
つ
ま
で
も
長
生
き
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

7
月
2
日
、
小
瀬
川
河
口
で
和
木
漁
業

協
同
組
合
（
宮
本
雅
生
組
合
長
）
と
和
木

町
が
共
同
で
ク
ル
マ
エ
ビ
の
稚
エ
ビ
6
万

匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
水
産
資
源
の
維
持
増
大
の
た

め
に
毎
年
行
っ
て
お
り
、
今
年
は
柳
井
市

の
栽
培
漁
業
協
会
で
5
㎝
ま
で
中
間
育
成

さ
れ
た
稚
エ
ビ
を
用
意
し
、
組
合
員
の
皆

さ
ん
が
稚
エ
ビ
の
成
長
を
願
い
な
が
ら
優

し
く
川
に
放
流
し
ま
し
た
。

　

放
流
さ
れ
た
稚
エ
ビ
は
す
ぐ
に
川
底
の

砂
に
隠
れ
て
い
ま
し
た
。

厄
払
い
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
毎
年
7
月
3
日
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
町
の
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝

統
行
事
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
慣
わ

し
を
後
世
に
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

7
月
3
日
、
関
ヶ
浜
で
古
来
か
ら
伝
わ

る
「
疫
神
社
祭
礼
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
礼
は
、
家
内
安
全
、
無
病
息
災

を
祈
り
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
約

3
5
0
年
前
「
疫
神
社
」
が
創
建
さ
れ
た

当
時
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
る
町
唯
一
の
伝

統
行
事
（
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
で

す
。
か
つ
て
関
ヶ
浜
で
疫
病
が
流
行
し
た

と
き
、
御
神
木
の
タ
ブ
の
木
に
大
蛇
が
巻

き
付
き
、
疫
病
を
退
散
し
た
故
事
に
な

ら
っ
て
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

神
社
で
の
神
事
に
続
い
て
、
今
年
の
当

屋
が
各
家
々
を
巡
回
し
「
疫
病
退
散
、
家

内
安
全
」
と
声
を
上
げ
、
サ
カ
キ
で
清
め

獅
子
を
か
ぶ
り
、
氏
子
の
各
Ｓ
家
の
中
の

扶
養
な
ど
の
家
庭
内
の
も
め
ご
と

②�

結
婚
、
就
職
な
ど
に
関
す
る
不
当
な
差

別
③�

い
じ
め
、
体
罰
な
ど
に
よ
る
生
活
上
の

障
害

④�

近
隣
間
の
生
活
騒
音
、
悪
臭
、
振
動
な

ど
に
よ
る
生
活
上
の
障
害

⑤�

借
地
、
借
家
、
金
銭
貸
借
を
め
ぐ
る
不

当
な
要
求

⑥�

民
事
、
家
庭
問
題
で
裁
判
を
受
け
た
く

て
も
、
費
用
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
と

き
の
法
律
扶
助
の
手
続
き
な
ど
。

　

ご
相
談
に
つ
き
ま
し
て
は
、
無
料
相
談

を
文
化
会
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

�

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
2
0
4
）

　

7
月
1
日
、
佐
藤
喜
一
郎
さ
ん
（
和
木

2
丁
目
）
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
全
て
の
人
権
問
題

に
つ
い
て
、
必
要
な
助
言
や
関
係
官
公
署

を
紹
介
す
る
な
ど
、
正
し
い
権
利
を
持
っ

て
い
る
方
が
泣
き
寝
入
り
し
な
い
よ
う
に

解
決
の
手
助
け
を
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
身
近
な
事
例
と
し
て
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①�

結
婚
、
夫
婦
、
親
子
、
離
婚
、
相
続
、 村井アイコさん佐藤喜一郎さん

御神木のタブの木に巻き付く大蛇 砂に隠れる稚エビ

厚
生
功
労
者
表
彰

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

疫
神
社 

疫
祓
い
祭
礼

ま
ち
の
話
題

車
エ
ビ
6
万
匹
を
放
流

人
権
擁
護
委
員
に
佐
藤
喜
一
郎
さ
ん

ま
ち
の
話
題

�



　

7
月
7
日
、
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
で
「
平

成
19
年
度
第
1
回
蜂
ヶ
峯
公
園
草
刈
り
奉

仕
会
」
が
和
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
（
山
﨑
博
司
会
長
）
主
催
、
和
木
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
共
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
た
に
和
木
町
消
防
団
の
メ
ン

バ
ー
が
加
わ
り
、
総
勢
約
1
1
0
名
が
参

加
し
、「
町
民
の
森
」
と
そ
の
周
辺
の
草
刈

り
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
開
始
前
に
は
草
が
生
い
茂
り
見
通

し
が
悪
か
っ
た
町
民
の
森
も
、
約
1
時
間

の
草
刈
り
作
業
後
は
、
森
を
ぬ
け
た
先
の

景
色
が
見
え
る
ほ
ど
ス
ッ
キ
リ
と
綺
麗
に

な
り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
朝
早
く
か
ら
お

疲
れ
様
で
し
た
。

　

7
月
19
日
、
県
道
北
中
山
岩
国
線
和
木

ト
ン
ネ
ル
に
お
い
て
、
貫
通
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

貫
通
式
に
は
、
古
木
町
長
を
は
じ
め
、

地
元
自
治
会
関
係
者
、
県
・
国
関
係
者
、

工
事
関
係
者
な
ど
約
70
名
が
参
加
し
、
貫

通
発
破
の
後
、通
り
抜
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

和
木
ト
ン
ネ
ル
は
、
関
ヶ
浜
地
区
の

小
瀬
川
工
業
用
水
事
務
所
付
近
か
ら

ニ
チ
ゴ
ー
日
興
㈱
付
近
に
通
じ
る
全
長

2
4
2
m
、
内
径
は
10
．
25
m
の
ト
ン
ネ

ル
で
、
上
り
下
り
各
1
車
線
ず
つ
の
車
道

と
山
側
に
2
．
5
m
の
自
歩
道
が
設
置
さ

れ
ま
す
。
供
用
開
始
は
、
来
春
3
月
の
予

定
で
す
。

　

6
月
27
日
、
J
R
和
木
駅
建
設
予
定
地

に
お
い
て
、
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
古

木
町
長
を
は
じ
め
、
岩
国
市
や
地
元
自
治

会
関
係
者
な
ど
約
50
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

祈
願
祭
で
は
、
鍬
入
れ
や
、
玉
ぐ
し
奉

納
が
行
わ
れ
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し

た
。

　

今
後
は
、来
春
3
月
の
開
業
に
向
け
て
、

安
全
第
一
で
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
近

隣
住
民
の
皆
様
に
は
、
何
か
と
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＜工事スケジュール＞

J
R
受
託
工
事

工　事　名 工 事 期 間
準備工事   6 月下旬～   7 月下旬
杭・基礎工事   8 月上旬～   8 月下旬
支障移転工事   7 月下旬～ 2 月下旬
駅舎建設工事   9 月～ 12 月
自由通路建設工事 10 月～   2 月
ホーム建築工事 10 月～   3 月上旬

駅
周
辺
整
備

和木停車場線道路新設   9 月～
西口修景工事   2 月～   3 月中旬
浜開線道路改良工事 10 月～   3 月中旬
東口駐輪場整備工事 10 月～   3 月中旬

貫通を祝して鏡開き

古木町長らによる鍬入れ

駅建設予定地

草刈り作業のようす

「
町
民
の
森
」で
草
刈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ま
ち
の
話
題

和
木
ト
ン
ネ
ル
貫
通 

供
用
開
始
は
来
春
3
月

ま
ち
の
話
題

駅
建
設
へ
！
い
よ
い
よ
着
工
！

ま
ち
の
話
題

�



遊
び
場
で
あ
る
公
園
や
遊
園
地
の
点
検
研

修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
で
は
、
公
園
や
周
辺
道
路

の
樹
木
や
壁
な
ど
で
見
通
し
が
遮
ら
れ
て
な

い
か
、
ゴ
ミ
の
放
置
や
落
書
き
な
ど
は
な
い

か
な
ど
、
13
項
目
を
点
検
し
ま
し
た
。

　

実
地
研
修
終
了
後
、
公
園
の
現
状
に
つ

い
て
気
付
き
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
、
多
く
の

改
善
点
が
上
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
き
れ
い

に
整
備
さ
れ
て
い
る
公
園
な
ど
は
、
近
所
や

地
域
の
方
々
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
あ
ら
た

め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
点
検
を
さ
ら
に
多
く
の

方
々
と
実
施
し
、
子
ど
も
の
た
ち
の
安
心
・

安
全
な
環
境
作
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

7
月
8
日
、
小
・
中
学
校
P
T
A
役
員
、

お
や
じ
の
会
、
父
親
委
員
会
と
町
、
教
育

委
員
会
の
職
員
な
ど
15
名
が
、
子
ど
も
の

　

7
月
9
日
、
小
学
校
調
理
室
で
和
木
町

生
活
改
善
実
行
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
（
西

崎
節
子
会
長
）
と
3
年
生
児
童
が
、
町
木

の
や
ま
も
も
の
実
を
材
料
に
、
ジ
ャ
ム
作
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
事
前
に
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
に
お

い
て
、
林
業
研
究
会
（
明
本　

二
会
長
）

の
方
に
教
わ
り
な
が
ら
、
児
童
の
手
で
や

ま
も
も
の
実
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
作
り
方
を
生
改
連
の

会
員
の
方
に
教
わ
り
な
が
ら
、
熱
心
に
ジ
ャ

ム
作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

作
り
方
は
、
ま
ず
、
や
ま
も
も
の
実
を

ミ
キ
サ
ー
に
か
け
て
よ
く
つ
ぶ
し
、
種
を
取

り
、
な
べ
に
入
れ
て
ゆ
っ
く
り
と
煮
込
み
ま

す
。
次
に
砂
糖
を
入
れ
て
焦
げ
な
い
よ
う
に

慎
重
に
か
き
混
ぜ
て
、
ト
ロ
ト
ロ
に
な
っ
た
ら

出
来
上
が
り
で
す
。

　

児
童
た
ち
は
出
来
た
て
の
や
ま
も
も
ジ
ャ

ム
を
ク
ラ
ッ
カ
ー
に
つ
け
て
試
食
、「
甘
酸
っ

ぱ
く
て
お
い
し
い
」「
色
が
き
れ
い
」
な
ど
と

満
足
そ
う
に
話
し
な
が
ら
、
和
木
町
の
味
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

現
在
、
小
学
校
4
年
生
は
“
環
境
”
を

テ
ー
マ
に
し
た
総
合
学
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

今
回
は
、｢

家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
を
生
か

そ
う｣

を
テ
ー
マ
に
、
和
木
生
活
学
校
（
木

村
八
重
子
代
表
）
の
み
な
さ
ん
の
指
導
に
よ

り
、
小
学
4
年
生
約
70
名
が
、
6
月
28
日

に
廃
油
石
鹸
作
り
、
7
月
5
日
に
再
生
ハ

ガ
キ
作
り
に
そ
れ
ぞ
れ
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

廃
油
石
鹸
作
り
で
は
、
バ
ケ
ツ
に
入
っ
た

苛
性
ソ
ー
ダ
、
水
、
廃
油
を
交
代
で
約
40

分
か
け
て一
生
懸
命
か
き
混
ぜ
ま
し
た
。

　

質
問
の
時
間
で
は
、
バ
ケ
ツ
の
中
の
液
体

が｢

な
ぜ
高
温
に
な
る
の
？｣

、｢

な
ぜ
色

が
変
わ
る
の
？｣

な
ど
、
多
く
の
疑
問
が
飛

び
出
し
ま
し
た
。

　

再
生
ハ
ガ
キ
作
り
で
は
、
牛
乳
パッ
ク
を
バ

ラ
バ
ラ
に
し
て
水
溶
き
し
た
も
の
を
、
木
枠
に

ま
ん
べ
ん
な
く
敷
き
詰
め
、
よ
く
押
さ
え
て

水
を
切
り
、
一
枚
一
枚
慎
重
に
木
枠
か
ら

取
り
外
し
て
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
て
い
き
ま
し
た
。

　

色
紙
を
細
か
く
切
っ
た
も
の
や
、
押
し
花

な
ど
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
飾
り
を
入
れ
込
み
な

が
ら
、
個
性
豊
か
で
様
々
な
再
生
ハ
ガ
キ
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

再生ハガキ作り 廃油石鹸作り

＂やまもも＂を収穫

遊具を点検する参加者 ジャムを焦がさないように慎重に！

や
ま
も
も
ジ
ャ
ム
作
り
に
挑
戦

ま
ち
の
話
題

家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
を
活
か
そ
う
！

ま
ち
の
話
題

子
ど
も
の
遊
び
場「
安
全
点
検
」研
修
会

ま
ち
の
話
題

�



プ
ー
ル
の
利
用
方
法
、日
程
等
に
つ
い
て

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ・ス
ポ
ー
ツ

地
域
安
全
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

7
月
1
日
、
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び

体
育
セ
ン
タ
ー
の
各
会
場
で
、
地
域
安
全

交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
男
性
は
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
女
性
は
、
ト
リ
ム
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地

域
間
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
9
チ
ー
ム
、
ト

リ
ム
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
11
チ
ー
ム
、
約

1
9
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
重
本
正
明
体
育
協
会
会

長
、
古
木
町
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
中

開
自
治
会
の
中
村
真
由
美
さ
ん
と
中
村
仁

美
さ
ん
の
お
二
人
が
選
手
を
代
表
し
、「
町

民
の
親
睦
と
地
域
の
安
全
意
識
を
高
め
、

明
る
い
町
づ
く
り
を
目
的
に
、
正
々
堂
々

と
競
技
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。」
と
力

強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
選
手
た
ち
の
す
ば
ら
し
い
プ
レ
ー

に
、
応
援
に
駆
け
つ
け
た
人
々
か
ら
熱
い

声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

加
賀
開
自
治
会
チ
ー
ム
W
優
勝

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
は
、
昨
年
の
覇
者

関
ヶ
浜
自
治
会
チ
ー
ム
を
下
し
て
の
優

勝
、
ト
リ
ム
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
も
他
の

強
豪
チ
ー
ム
を
押
さ
え
て
の
優
勝
で
す
。

体
育
セ
ン
タ
ー「
休
館
」の
お
知
ら
せ

　

次
の
と
お
り
休
館
い
た
し
ま
す
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

期　

間
▼
8
月
14
日
㈫
～
16
日
㈭

※
町
民
庭
球
場
、
プ
ー
ル
も
含
み
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
52

－

2
8
1
1
）

開
放
日
▼
8
月
29
日
㈬
ま
で

利
用
時
間
▼
10
時
～
12
時　

13
時
～
17
時

※�

8
月
14
日
㈫
、
15
日
㈬
、
16
日
㈭
の
3

日
間
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

◆
幼
児
プ
ー
ル

注
意
事
項
▼
幼
児
が
利
用
す
る
場
合
、
そ

の
兄
弟
姉
妹
（
小
学
校
2
年
生
ま
で
）
の

同
伴
入
場
は
可
能
で
す
。

※�

利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
幼
児
、
児

童
本
人
の
保
護
者
が
同
伴
し
、
自
分
の

子
ど
も
は
各
自
で
責
任
を
も
っ
て
管

理
・
監
督
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

利
用
の
際
は
、
水
泳
帽
を
必
ず
着
用
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ゴ
ー
グ
ル
、
浮

き
輪
の
使
用
は
可
能
で
す
。（
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
、風
呂
用
浮
輪
の
使
用
は
不
可
）

◆
瀬
田
・
関
ヶ
浜
プ
ー
ル

※�

悪
天
候
の
場
合
、
使
用
を
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◆
中
学
校
プ
ー
ル（
一
般
開
放
）

　

事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
が
、
利
用

の
際
は
プ
ー
ル
入
り
口
で
受
け
付
け
を
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼
小
学
校
3
年
生
～
一
般

※�

小
学
生
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
同
伴
が

必
要
で
す
。
保
護
者
同
伴
で
な
い
場
合

は
入
場
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※�

小
学
生
の
利
用
は
、
必
ず
児
童
本
人
の

保
護
者
が
同
伴
し
、
一
緒
に
遊
泳
し
て

く
だ
さ
い
。
遊
泳
で
き
な
い
場
合
は
利

用
を
お
断
り
し
ま
す
。
自
分
の
子
ど
も

は
各
自
で
責
任
を
持
っ
て
管
理
監
督
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

利
用
の
際
は
、
水
泳
帽
を
必
ず
着
用
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ゴ
ー
グ
ル
、
浮

き
輪
の
使
用
は
可
能
で
す
。（
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
の
使
用
は
不
可
）

◆
そ
の
他
の
注
意
事
項

※�

各
プ
ー
ル
で
の
「
飛
び
込
み
」
は
一
切

禁
止
で
す
。

※�

幼
児
等
で
「
お
む
つ
」
が
は
ず
れ
て
い

な
い
場
合
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※�

利
用
上
の
約
束
事
が
お
守
り
い
た
だ
け

な
い
場
合
に
は
、
利
用
を
制
限
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

悪
天
候
の
場
合
、
利
用
を
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
52

－

2
8
1
1
）

Ｗ優勝おめでとうございます！

選手宣誓

�



AEDが設置されました！
　皆さん、AED（自動体外式除細動器）をご存知でしょうか ? 最近駅や空港、高
速道路のサービスエリア、デパート、ホテル等人通りの多い場所に設置されるよう
になり、外出先で見かけられた方もおられるのではないかと思います。
　さて、今年 7 月に和木町内にも次の 3 箇所にその AED が設置されました。

《AED設置場所》
　　○総合コミュニティセンター　1 階正面入口

　　○体育センター　事務室前

　　○和木小学校　保健室

　そこで、今回はAEDとはどのような機器なのか ?
どのように使用するのか ?また、実際に人が倒れて
いて、心臓や呼吸が止まっている場面に遭遇した場
合、その人の命を救うためにどのような行動を取れ
ば良いのか ?等の疑問についてお答えしたいと思い
ます。

注意）�AEDの収納ボックスを開けると、非常に大きな電子音が鳴り響きます。

　　　これは、AEDを使用しなければならない緊急事態だということを、周囲の人々に知らせるためです。

　AEDとは自動体外式除細動器の略で、心臓機能が停止
している人に電気ショックを与えて、正常な心臓の動きを取
り戻させる機器のことです。
　操作方法は、コンピューターが音声メッセージで案内してくれますの

で、メッセージに従えば誰でも簡単に操作することが出来るようになっ

ています。特に資格も要りませんが、講習会（普通救命講習）を受講

して頂くことによって、より安全・確実な操作が出来ますので、講習会

の受講をお奨めします。

　和木町では、保健相談センターや和木小学校等で、岩国地区消防組合の職員の方を講師に招いて普通救命

講習を開催しており、今後も順次実施していく予定です。

　心臓機能が停止したとはいえ、全ての場合において電気ショックができるとは限りません。心臓停止の原因で

一番多いとされる「心室細動」という致死的不整脈に対してのみ電気ショックが有効であり、これをAEDの

中のコンピューターが判断します。電気ショックが有効で必要な場合のみ、AEDは自動的に充電を始め、通

電（ショック）ボタンを押すように音声メッセージが流れます。一方、電気ショックが無効または不要であると

AEDが判断した場合は、充電も開始されず、いくら通電（ショック）ボタンを押しても電気が流れないように

なっています。その場合、心肺蘇生法（CPR）を実施するように音声メッセージが流れますので、メッセージに

従って直ちに心肺蘇生法を行ってください。

ＡＥＤって何？

救命講習会のようす

体育センター

�



　心肺蘇生法とは、胸を強く圧迫したり息を吹
き込んだりして、止まってしまった心臓の動きや
呼吸を補い、血液の中に残っている酸素を脳に

送ってあげる方法です。一般に、脳の細胞は心臓停止から約 3分で障害され始めると
言われています。しかも、脳の細胞は一旦障害を受けると元に戻らないのです。脳細
胞が死滅してしまえば、たとえ救命できたとしても、いわゆる植物状態となってしまい
ます。そうなってしまったら、本人はもちろん、家族の方にとっても幸せとは決して言
えません。このことから心肺蘇生法（CPR）は、心肺脳蘇生法（CPCR）とも言わ
れています。

Q1　間違って電気ショックをしてしまうことはありますか ?
A1　�使用する場合は、まず電源ボタンを押し、電源を入れます。あとはAEDの音声メッセージに従っ

て行動するだけです。次に何をすればよいか、全部音声メッセージで教えてくれます。
AEDが、その患者に電気ショックが必要かどうかを自動的に判断してくれます。必要と判断され
ない限り、充電も開始されませんし、ショックボタンを押しても電気ショックは当然実行されま
せんので安心してください。

Q2　自分が感電してしまう危険性はありますか ?
A2　�ショックボタンを押す時には、必ず自分を含めて誰も患者に触れていないことを確認してくださ

い。感電する恐れがあります！また、濡れた手で操作をしないでください。

Q3　子供にも使用できますか ?
A3　�標準の成人用除細動パッドの他に、小児用除細動パッド（1歳以上 8歳未満・体重 25kg 以下用）

も設置してあります。もし、小児用パッドがない場合は、成人用パッドで代用可能です。ただし、
新生児・乳児（1歳未満）には電気ショックをしてはいけません！！！

AEDに関するQ&A

　119 番通報をして救急車を呼ぶことも大切ですが、
通報から救急車が到着するまで全国平均で約 6分かか
ります。さらに、近くの救急車が出動中であれば、隣

の消防署の救急車が応援に来るしかないので、時間はもっとかかってしまいます。救急車の到着まで何もせ
ずに手をこまねいていたら、その人が助かるか助からないか、もうお分かりですね。そばに居合わせた人（バ
イスタンダー）が心肺蘇生法やAEDの使用を行わなければ、助かる命も助からないということです。
　あなたの家族や友人等の大切な人が倒れている場面を想像してみてください。そして何より、あなた自身
が倒れた場面を想像してみてください。何も処置をされずに放置され、ただ死に近づいていく姿は、絶対に
我慢できないはずです！「他の人がやってくれるだろう」などと思わずに、勇気を持って行動を起こすことが、
尊い命を救う上で何より大切なのです！

　また、必ずしも人が倒れている近くにAEDがあるとは限りません。せっかくの電気ショックも発症から1分経

過するごとに、その成功率が約 10％減少するというデータがあります。すなわち、電気ショックが必要な患者に

正しくAEDを使用しても、10分経ってしまった後ではほとんど助かる可能性がないということなのです。ただし、

AEDを誰かに持って来てもらっている間、心肺蘇生法を実施していれば成功率を上げることが出来ます。

心肺蘇生法（CPR）

「何もしないで、ただ見ている。」
が最悪の行動
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熱
中
症
に
注
意
！

　

温
暖
化
の
影
響
で
梅
雨
は
長
引
き
、

年
々
真
夏
の
温
度
も
高
温
に
押
し
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
気
温
も
30
度
を
越
え
る
日

が
多
く
な
り
、
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
に
心

身
と
も
に
消
耗
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
増
え
た
の
が
熱
中
症
に
よ

る
救
急
車
の
出
動
件
数
で
す
。
熱
中
症
は

見
過
ご
す
と
急
激
に
重
症
化
し
ま
す
。
炎

天
下
や
暑
い
室
内
で
少
し
で
も
異
変
を
感

じ
た
ら
、
す
ぐ
に
次
の
応
急
処
置
を
し
ま

し
ょ
う
。

元気アップ教室のお知らせ
アロマテラピーで生活に潤いを。
ストレス解消にも最適！
日　時 ▼8月31日㈮10時～ 11時30分
場　所 ▼保健相談センター
内　容 ▼『アロマテラピーの楽しみ方』
準　備 ▼材料費500円
申込み ▼8月24日㈮までに保健相談センターへ
　　　　※先着15名で締め切ります。　（☎52－7290）

《
応
急
処
置
》

①�

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
で
、
水

分
の
補
給
を
。

②
わ
き
の
下
や
首
筋
を
冷
や
す
。

③
木
陰
か
冷
房
の
も
と
で
休
む
。

④�

頭
痛
、
下
痢
、
嘔
吐
な
ど
、
異
常

が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
救
急
車
を
。

　

夏
に
身
に
つ
け
た
い
健
康
習
慣
は
、「
帽

子
と
水
分
補
給
」
で
す
。
夏
の
行
楽
や
ス

ポ
ー
ツ
、
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
は
、

ミ
ネ
ラ
ル
が
添
加
さ
れ
た
水
や
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
を
常
に
携
行
し
、
の
ど
の
渇
き

を
我
慢
せ
ず
に
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を

し
ま
し
ょ
う
。
長
時
間
、
屋
外
で
過
ご
す

場
合
は
計
画
的
に
日
陰
に
入
る
時
間
を
と

り
、
か
ら
だ
を
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

　

夏
が
旬
の
野
菜
や
フ
ル
ー
ツ
は
水
分
を

多
く
含
み
、
か
ら
だ
を
冷
や
す
効
果
が
あ

り
ま
す
。朝
、た
っ
ぷ
り
の
野
菜
や
フ
ル
ー

ツ
を
食
べ
る
こ
と
で
、
日
中
を
過
ご
し
や

す
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

夏
の
外
出
に
は
帽
子
や
日
傘
な
ど
が
必

需
品
で
す
。
頭
に
直
接
日
光
を
浴
び
な
い

こ
と
は
、
熱
中
症
の
予
防
に
も
、
紫
外
線

よ
け
に
も
大
切
で
す
。
ま
た
炎
天
下
の
自

動
車
の
車
体
や
車
内
の
温
度
は
、
驚
く
ほ

ど
上
が
り
ま
す
。
60
度
以
上
に
な
る
と
い
う

テ
ス
ト
結
果
も
出
て
い
ま
す
か
ら
、
車
内
に

放
置
さ
れ
た
子
ど
も
が
脱
水
症
状
に
な
り
、

危
険
な
状
態
に
な
る
と
い
う
ニュ
ー
ス
も
う
な

づ
け
ま
す
。
駐
車
し
て
い
た
自
動
車
に
乗
る

と
き
は
、
車
内
温
度
に
気
を
つ
け
て
、
一
旦

す
べ
て
の
窓
を
開
け
て
空
気
を
い
れ
か
え
る

の
も
よ
い
方
法
で
す
。

　

熱
中
症
と
は
逆
に
、
冷
房
の
効
い
た
室
内

で
過
ご
す
時
間
が
長
い
人
は
、
肩
こ
り
や
下

肢
が
む
く
み
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
血

液
循
環
が
悪
い
か
ら
で
す
が
、
定
期
的
に
ス

ト
レ
ッ
チ
で
か
ら
だ
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
足
の
先

か
ら
付
け
根
に
向
か
っ
て
む
く
み
を
戻
す
よ

う
に
マッ
サ
ー
ジ
す
る
と
、
か
ら
だ
が
軽
く
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
熱
中
症
予

防
と
は
逆
に
か
ら
だ
を
冷
や
さ
な
い
食
事
が

大
切
に
な
り
ま
す
。
水
分
補
給
も
冷
た
い

も
の
よ
り
も
、
温
か
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ

う
。
上
着
を
調
節
し
て
、
冷
房
中
の
室
内

か
ら
屋
外
へ
出
る
と
き
は
薄
着
に
す
る
な
ど

の
工
夫
も
必
要
で
す
。
地
球
温
暖
化
防
止

の
た
め
、
公
共
施
設
で
は
冷
房
の
設
定
温

度
を
決
め
て
い
ま
す
。
ク
ー
ル
ビ
ズ
と
い
う
言

葉
も
定
着
し
て
き
ま
し
た
が
、
極
端
な
温
度

差
は
か
ら
だ
の
た
め
に
も
避
け
た
方
が
い
い
で

し
ょ
う
。

クールビズ

保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

�



粉ゼラチン.................10g
水.......................... 200cc
牛乳...................... 200cc

抹茶......................小さじ1
湯..........................大さじ1
小豆あん・缶.............120g
水.............................30cc

②

食推さんのおすすめメニュー
　7月 19 日保健相談センターで幼児食教室を
開催し、3 組の親子（お母さん 3 名、お子さ
ん 5名）が参加しました。幼児食についての情
報交換や保育所給食にチャレンジしました。皆
しっかりと「いただきます ! ごちそうさま !」を
言えました。野菜たっぷりの冷麦と手作りチー
ズで夏を乗り越えられそうです。

《手作りカッテジーチーズを作ってみよう》

< 材料 >　
　牛乳…200cc
　酢…大さじ 1杯
< 作り方 >
　鍋に牛乳を入れ、沸騰しない程度に温めて火
を止める。酢を加えて軽く混ぜる（分離させる）。
冷めたら、深めの器に二枚重ねしたコーヒー
フィルターをセットし、流し込む。水分がなく
なったらラップに包み、冷蔵庫で冷やす。
< ポイント >
　ハーブやパセリなどを材料に入れてみると、
いろいろな味が楽しめます。サラダやおつまみ
にどうぞ !
　次回は 11 月 15 日㈭の予定です。ご参加お
待ちしています !
問合せ ▼保健相談センター� （☎ 52－7290）

♪ 幼児食教室を終えて ♪

健 康 カ レ ン ダ ー（8月16日〜9月15日）
月　日（曜） 行　　事 対　　　象 受付時間 場　　所
8月16日㈭ プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00〜15：00 保 セ 
 　17日㈮ 健康相談 一般の方   9：30〜10：30 体 育 セ ンター
 　21日㈫ 健康相談（歯周疾患） 一般の方   9：00〜11：30

保 セ

 　22日㈬ 1歳6ヶ月児健診 平成18年1月～ 2月生まれ 12：45〜13：003歳児健診 平成16年7月～ 8月生まれ

 　23日㈭ プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00〜15：00
育児相談 乳幼児とその保護者の方 13：30〜14：30

 　30日㈭ プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00〜15：00
 　31日㈮ 元気アップ教室（アロマ） 一般の方 10：00〜11：30
9月  3日㈪ 健康相談 一般の方 10：00〜10：30 関 ヶ 浜 分 館

 　  4日㈫ 健康相談（高血圧） 血圧が高めの方   9：00〜11：30

保 セ
育児学級 乳幼児とその保護者の方 14：00〜15：30

 　  6日㈭ 妊婦さんのつどい 妊婦とその家族 10：00〜11：30
プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00〜15：00

 　12日㈬ ポリオ 平成12年3月13日～平成19年6月12日生まれ 13：30〜14：20

 　13日㈭
健康相談 一般の方   9：30〜10：30 体 育 セ ンター

妊婦さんのつどい 妊婦とその家族   9：30〜13：00 保 セプレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00〜15：00
保セ・・・保健相談センター

●作り方

　冷たくて大変おいしいです。抹茶はしっかりと溶かすこ
と。� （食推5班　末岡　修子）

①下準備
　粉ゼラチン…�水100ccにゼラチンを入れてふやかし、湯せ

んにかけてしっかりと溶かす。
　抹　　茶…分量の湯でしっかりと溶かす。
　小豆あん…�分量の水であんをのばす。
②鍋で煮る
　�鍋に溶かしておいたゼラチンを入れ、水100ccと牛乳
200cc、溶かしておいた抹茶を加えて煮溶かす。

③冷やし固める
　器に粗熱を取った②を流し入れ、冷蔵庫で冷やし固める。
　最後にのばしておいた小豆あんを上からのせる。

（材料6人分） ミルク抹茶ゼリー

３０分位

抹茶

水１００cc
牛乳２００cc

小豆あん

ゼラチン

噛めば噛むほど味がでる !!!

�



　和木町スポーツ少年団ソフトボール部
（田尾剛監督 ) のメンバーが全国大会
へ出場することになりました。和木スポ
少ソフトボール部の所属している岩国リー
グの中から優秀な選手が選抜され、合同
チームとして山口県の予選に出場し、参
加 16チームの中から見事準優勝して出
場権を獲得したものです。
　大会は 8月 4日～ 7日まで下関市で
開催されます。和木スポ少の選手の活
躍を期待しています。

≪選抜選手≫
★写真左から

和木 1丁目　　元長　慶くん
関ヶ浜 2丁目　谷口　蓮くん
和木 2丁目　　藤本直大くん
和木 2丁目　　橋本恵次くん

全国小学生ソフトボール
選手権大会出場

和
木
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

並
び
に
研
修
会

　

6
月
27
日
、
和
木
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
古
木
哲
夫
会
長
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
協

議
会
で
は
「
町
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
た
、
心
豊
か
な
地
域
社
会
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。」
と
会
長
が
挨
拶
さ
れ
、
平
成
18
年

度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
、
19
年
度
予
算
案
、

事
業
計
画
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
後
の
研
修
会
で
は
、
J
I
C
A
国
際

協
力
推
進
員
の
鈴
木
博
子
先
生
が
講
演
さ
れ
ま

し
た
。

　

西
ア
フ
リ
カ
の
セ
ネ
ガ
ル
と
い
う
国
で
2
年
間
国

際
協
力
員
と
し
て
活
動
さ
れ
た
経
験
や
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
話
さ
れ
、
人
と
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
と
き
に
大
切
な
こ
と
や
、
同

じ
地
球
上
で
暮
ら
す
人
々
の
文
化
や
生
活
環
境

に
つ
い
て
触
れ
、「
本
当
の
豊
か
さ
と
は
何
か
？
」

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
際
協
力
の
基
本
理
念
と
し
て
「
捕
っ

た
魚
を
与
え
る
の
で

は
な
く
、
魚
の
捕
り

方
を
教
え
る
こ
と
で

あ
る
。」
と
教
わ
り
、

国
際
貢
献
に
つ
い
て

具
体
的
な
取
り
組
み

を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

子
ど
も
の
環
境
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

り
、
容
易
に
開
封
で
き
な
い
よ
う
包
装
が
さ
れ

て
い
る
等
、
お
お
む
ね
良
好
な
状
況
で
し
た
。

　

今
後
も
、
青
少
年
に
と
っ
て
安
全
で
快
適
な

町
と
な
る
よ
う
関
係
機
関
が
連
携
し
、
環
境
整

備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

7
月
10
日
、
県
下
一
斉
に
子
ど
も
の
環
境

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

和
木
町
で
は
、
岩
国
警
察
署
和
木
駐
在
所

の
首
藤
所
長
代
理
と
県
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

教
委
職
員
2
名
の
計
3
名
が
、
県
青
少
年
健

全
育
成
条
例
に
基
づ
き
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
及
び
ス
ー
パ
ー
の
有
害
図
書
の
陳
列

状
況
な
ど
に
つ
い

て
立
ち
入
り
調
査

を
行
な
い
ま
し

た
。

　

い
ず
れ
の
店
舗

に
お
い
て
も
、
一

般
図
書
と
の
区
分

や
成
人
向
け
の
図

書
で
あ
る
こ
と
の

表
示
が
さ
れ
て
お

　

教
育
委
員
会
で
は
、
あ
い
さ
つ
運
動
の
一

環
と
し
て
、「
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
」
の

募
集
を
行
い
ま
す
。
次
の
要
領
で
行
い
ま
す

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

「
あ
い
さ
つ
運
動
」
啓
発
作
品
募
集

みん
なの
笑顔で地域イキイキ！ “

じ

ぶん
”輝く生涯学習

生涯学習のマスコットです。
かわいがってネ

社会きょういくコーナー
社会教育広報通算353号

わき あい愛

　
〈
募
集
対
象
〉

　

・
標
語
の
部

　
　

町
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
方

　

・
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
の
部

　
　

町
内
小
学
4
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で

　
〈
募
集
期
間
〉

　
　

8
月
20
日
㈪
～
9
月
7
日
㈮

　
〈
応
募
方
法
〉

　
　

応
募
用
紙
に
一
人
一
作
品

　
　
（
小
中
学
生
は
学
校
で
配
布
）

　
　

�（
一
般
の
方
は
、
教
育
委
員
会
・
コ
ミ
セ
ン
・

体
育
セ
ン
タ
ー
で
配
布
）

　
〈
提
出
先
〉

　
　

小
・
中
学
校
ま
た
は
教
育
委
員
会

　
〈
作
品
審
査
〉　

9
月
末

　
〈
表
彰
〉

　
　

各
部
門
優
秀
作
品
に
賞
状
と
副
賞

　
　

※
優
秀
作
品
は
広
報
に
て
紹
介

鈴木先生

�



図 書 館 か ら の お 知 ら せ
絵本の読みきかせ
日　時▶8月18日㈯
　　　　10時30分〜11時
　　　　おはなし会サークル
　　　　「ゆびとま」
　　　　15時〜15時30分
　　　　おはなし会
　　　　「ぴのきお」
対象者▶幼児・小学生
場　所▶図書館絵本のコーナー
問合せ▶図書館（☎54－0222）

課題・指定図書の貸出中!
貸出中の資料は予約できます
� 〈2冊まで〉
　予約した本が返ってきたら電話連
絡します。
　予約がたくさん入っている本は、夏
休み中に借りることができない場合も
あるので注意してください。
おはやめにどうぞ!

図書館の資料の検索・予約が
家庭のパソコンからできます。
アドレス:
http://www.waki-toshokan.jp/
�（予約にはパスワードが必要です。
図書館窓口にて申請してください。）

〈CD〉
☆PLAY／安室奈美恵
☆Baby’s　breath／松田聖子
☆ALL　YOURS／CRYSTAL　KAY
☆艶華／中森明菜
☆ワルツを踊れ／QURULI
☆ココロ銀河／渡辺美里
☆ミニッツ・トゥ・ミッドナイト／リンキン・パーク
☆A.K.A／MCU
☆三枝夕夏IN　d-best〜smile&tears〜／三枝夕夏
☆こころうた／アン・サリー

〈一般書〉
『巴里の秘香』　内田康夫著
『疫病神も神のうち』　赤川次郎著
『あなたの呼吸が止まるまで』　島本理生著
『博士の本棚』　小川洋子著
『花の回廊』　宮本輝著
『ペギー・スー　赤いジャングルと秘密の罠』
� セルジュ・ブリュソロ著　金子ゆき子訳
『千年の祈り』　イーユン・リー著　篠森ゆりこ訳
『つめたくてあまいお菓子』　黒川愉子著
『スーパー図解　高血圧』　富野康日己監修

『おひとりさまの老後』　上野千鶴子著
〈児童書・絵本〉
『わたしのおとうと』
� あまんきみこ作　永井泰子絵
『ぶたぬきくん　ナースになっちゃった』
� 斉藤洋著　森田みちよ絵
『ミサコの被爆ピアノ』
� 松谷みよ子文　木内達朗絵
『おばけ屋のおばけすいか』
� あわたのぶこ文　ただはるよし絵
『デモターナ5　血の呪い』
� ダレン・シャン作　田口智子絵　橋本恵訳
『ピンク色の雲　おばあちゃんのヒロシマ』
� 宇留賀佳代子文　稲田善樹絵
『夏はおばけがいっぱい』
� 那須正幹作　山西ゲンイチ絵
『ベッキーのたんじょうび』
� ターシャ・テューダー作・絵　ないとうりえこ訳
『親子で総チェック!ニュースのことば×100』
� NHK「週刊こどもニュース」プロジェクト編
『図書館って、どんなところなの？』
� 赤木かん子文　すがわらけいこ絵

図書
館行
事案内＆新着CD・図書利用者
カードを

もって図書館へお越しください。
ホームページアドレス

問合せ ： ＴＥＬ　５４－０２２２　　ＦＡＸ　５４－０２７８

8月の休館日　6日㈪・13日㈪・15日（盆）・20日㈪･27日㈪
http://www.waki-toshokan.jp/

�0



行

政

相

談

　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望

を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行

政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日　

時
▼
8
月
16
日
㈭

場　

所
▼
町
民
相
談
室

�

（
☎
52

－

1
6
1
6
）

心
配
ご
と
相
談

　

普
段
、
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

�

（
☎
52

－

8
6
4
4
）

精
神
保
健
相
談

●
精
神
保
健
相
談

心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

毎
月
第
2
金
曜
日
13
時
30
分
～
15
時
30
分

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
巡
回
相
談

毎
月
第
1
木
曜
日
10
時
～
16
時

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
ス
ト
レ
ス
相
談

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

相
談
員
▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

場　

所
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内

各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
29

－

1
5
2
5
）

各

種

相

談

町
内
無
料
法
律
相
談
開
催

日　

時
▼
8
月
21
日
㈫

場　

所
▼
町
民
相
談
室

弁
護
士
▼
白
木
弁
護
士

受　

付
▼
8
月
16
日
㈭
ま
で（
先
着
5
名
）

お
願
い
▼
相
談
、
質
問
内
容
な
ど
を
整
理

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

資
料
等
は
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

�

（
☎
52

－

1
6
1
6
）

「
面
接
相
談
」の
お
知
ら
せ

　

教
育
委
員
会
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校

な
ど
で
困
っ
て
い
る
、
発
育
や
発
達
が
気

に
な
る
な
ど
、
お
子
様
の
教
育
上
の
悩
み

に
つ
い
て
お
応
え
す
る
た
め
に
、
臨
床
心

理
士
に
よ
る
面
接
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時
▼
8
月
30
日
㈭
14
時
～
17
時

申
込
方
法
▼
教
育
委
員
会
（
折
出
）
ま
で

電
話
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い

�

（
☎
53

－

3
1
2
3
内
線
2
5
2
）

司
法
書
士
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ
金

無
料
電
話
相
談
会

日　

時
▼�

8
月
4
日
㈯
、
9
月
1
日
㈯

　
　
　
　

10
時
～
16
時

相
談
受
付
電
話
番
号
▼

�


0
1
2
0

－

0
0
3

－

8
2
1

内　

容
▼
消
費
者
金
融
・
信
販
会
社
・
銀

行
等
へ
月
々
の
返
済
で
お
困
り
の
方
に
、

具
体
的
な
問
題
解
決
に
向
け
た
債
務
整
理

手
続
き
の
紹
介
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
せ

そ

の

他

て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

相
談
会
担
当　

司
法
書
士　

松
井
成
夫

�

（
☎
0
8
3
5

－

22

－

6
5
3
3
）

司
法
書
士
無
料
成
年
後
見
相
談
会

訪
問
相
談
《
要
予
約
》

期　

間
▼
9
月
3
日
㈪
～
9
月
30
日
㈰

予
約
締
切
▼
9
月
14
日
㈮

　
　
　
　
　

土
日
を
除
く
9
時
～
17
時

予
約
方
法
▼

電
話
に
よ
る
予
約
、
ま
た
は
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
相
談
内
容
を
明
記
し
F
A
X

ま
た
は
郵
送
に
て
予
約
。

予
約
・
問
合
せ
先
▼
7
5
3

－

0
0
4
8

山
口
市
駅
通
り
2
丁
目
9

－

15

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
山
口　

相
談
予
約
係

�

（
☎
0
8
3

－

9
2
4

－

5
2
2
0
）

�（
F
A
X
0
8
3

－

9
2
1

－

0
4
7
5
）

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
種
目
▼
甲
種
、
乙
種
、
丙
種

試
験
日
▼
11
月
18
日
㈰

試
験
会
場
▼
岩
国
市
及
び
県
内
各
市

受
験
資
格
▼
乙
種
及
び
丙
種
は
誰
で
も
受

験
で
き
ま
す
。
甲
種
は
一
定
の
資
格
が
必

要
で
す
。

受
付
期
間
▼
9
月
10
日
㈪
～
21
日
㈮

受
験
手
続
▼

消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
出
張
所
に
備

え
付
け
の
受
験
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
受
験
料
払
込
受
付
証
明
書
を
添
付
し

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

対　

象
▼
乙
種
第
4
類

日　

時
▼
11
月
1
日
㈭
、
11
月
2
日
㈮

会　

場
▼
岩
国
市
福
祉
会
館
（
予
定
）

受
験
申
請
手
続
▼

消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
出
張
所
に
備

え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し

て
、
消
防
本
部
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課　

�

（
☎
22

－

1
3
2
0
）

山
口
県
職
員
採
用
試
験

受
付
期
間
▼
8
月
24
日
㈮
ま
で

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
付
期
間
は

8
月
17
日
㈮
ま
で

《
募
集
職
種
》

中　

級
▼
小
・
中
学
校
栄
養
士

初　

級
▼
事
務
、
警
察
事
務
、
土
木
、
小
・

中
学
校
事
務

そ
の
他
▼
保
健
師
、
助
産
師
、
診
療
放
射

線
技
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
理
学
療
法
士
、

看
護
師

1
次
試
験
▼
9
月
23
日
㈰

詳
し
く
は
、
山
口
県
人
事
委
員
会
に
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
山
口
県
人
事
委
員
会

�

（
☎
0
8
3

－

9
3
3

－

4
4
7
4
）

町
営
住
宅
の
お
知
ら
せ

　

現
在
、
町
内
全
域
の
町
営
住
宅
の
入
居

申
込
み
を
停
止
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

�

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
4
1
2
）
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コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
病
に
注
意
！

　

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
病
に
感
染
し
た
コ
イ
が

川
や
湖
、
水
路
な
ど
か
ら
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。

◎
病
気
に
つ
い
て

◆�

コ
イ
だ
け
に
感
染
す
る
ウ
ィ
ル
ス
病

で
、
感
染
し
た
コ
イ
か
ら
水
を
介
し
て

他
の
コ
イ
に
感
染
し
ま
す
。

◆�

死
亡
率
が
非
常
に
高
い
病
気
で
、
現
在

の
と
こ
ろ
有
効
な
治
療
法
が
あ
り
ま
せ

ん
。

◆�

水
温
が
18
度
か
ら
25
度
く
ら
い
と
き
が

最
も
発
病
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

◆�

発
病
す
る
と
コ
イ
の
動
き
が
鈍
く
な

り
、
エ
サ
を
食
べ
な
く
な
り
ま
す
。

◎�

み
ん
な
で
ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め
に
次
の

こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◆�

川
や
湖
で
捕
っ
た
コ
イ
を
他
の
川
な
ど

に
放
す
こ
と
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

◆�

飼
っ
て
い
る
コ
イ
や
死
ん
だ
コ
イ
を
湖

や
池
に
放
し
た
り
、
捨
て
た
り
す
る
こ

と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆�

家
庭
で
飼
っ
て
い
る
コ
イ
が
死
ん
だ
場

合
は
、
よ
く
水
を
切
り
新
聞
紙
に
包
ん

で
、
町
指
定
の
ご
み
袋
に
入
れ
て
「
燃

え
る
ご
み
」の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
人
へ
の
感
染
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆�

コ
イ
特
有
の
病
気
で
す
の
で
人
へ
の
感

染
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆�

仮
に
触
っ
て
も
、
食
べ
て
も
人
体
に
は

全
く
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆�

河
川
な
ど
で
急
激
な
コ
イ
の
大
量
死
が

注
意
し
よ
う

発
生
す
る
た
め
、
生
活
環
境
に
影
響
が

出
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

◎�

コ
イ
が
大
量
に
弱
っ
て
い
る
場
合
や
死

ん
で
い
る
と
き
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
▼

柳
井
水
産
事
務
所

�

（
☎
0
8
2
0

－

22

－

0
7
4
0
）

住
民
サ
ー
ビ
ス
課

�

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
2
0
5
）

社
会
保
険
庁
職
員
を
装
っ
た

不
審
電
話
に
注
意
を
！

　

社
会
保
険
庁
職
員
を
装
い
、
現
金
自
動

預
払
機
（
A
T
M
）
を
操
作
さ
せ
、
振
込

を
行
わ
せ
る
「
振
込
め
詐
欺
」
の
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
か
ら
本
年
4
月
ま
で
の
間
に

1
5
9
件
の
不
審
電
話
情
報
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
う
ち
3
件
が
、
金
銭
被
害

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
保
険
事
務
所
等
が
還
付
金
等
を
支

払
う
場
合
に
、
職
員
が
直
接
電
話
で
連
絡

し
て
ご
本
人
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
等
へ
出
向
か
せ
、
A
T
M
の
操
作
を
行

わ
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

社
会
保
険
庁
の
職
員
と
名
乗
っ
た
電
話

や
訪
問
で
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

所
属
と
氏
名
を
ご
確
認
い
た
だ
き
岩
国
社

会
保
険
事
務
所
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
社
会
保
険
庁
の
職
員
が
訪
問
す

る
際
は
、
身
分
証
明
書
を
提
示
し
ま
す
の

で
ご
確
認
願
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
岩
国
社
会
保
険
事
務
所

�

（
☎
24

－

2
2
2
2
）

間伐やろーこい！　マスコットキャラクター　大募集！！
　間伐とは…人の手で植え育てた森林の混み合ってきた林の木々の一部を伐採することです。
　間伐すると…森林の中に光が差し込み、地面には植物が育ち、小動物が生息する豊かな生態系になります。
　　　　　　　森林の木々が成長し、枝葉を広げ幹が太くなり、風や雨に強い健康な森林になります。
　　　　　　　成長が良くなるとより多くの二酸化炭素を木々が吸収するので地球温暖化防止に役立ちます。
募集内容 ▼

　　マスコットキャラクター及び愛称（セットでご応募ください。）
応募対象 ▼

　◆自作の未発表作品であること（何点でも可）。
　◆どなたでも応募できます。
　◆山・森林・木・動植物などキャラクターの形は問いません。
募集締切 ▼ 8月31日㈮（当日消印有効）
決定方法 ▼

　　選考委員会により、大賞 1点、入賞 4点を決定します。大賞は3万円、入選は5千円の賞金があります。
応募方法 ▼

　　�A4判用紙に、キャラクターの図案と愛称を書いてください。別の紙に、作品の説明・住所・氏名（ふりがな）・
電話番号を書いたものを添えて郵送によりご応募ください。

その他 ▼

　　�採用作品に関する一切の権限は、主催者に帰属するものとします。応募作品は返却いたしません。大
賞作品は、間伐推進の普及グッズ等に使用します。

応募先・問合せ先 ▼

　　岩国地区林業研究グループ連絡協議会事務局（〒740－0016　岩国市三笠町 1丁目1番 1号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（☎ 29－1565）（FAX29－1595）

森に元気を！未来へ引き継ぐ豊かな森林づくりを目指して
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《上級救命講習会》
開催日 ▼9月9日㈰
受講時間 ▼8時間
受講料 ▼無料
募集人員 ▼ �30名
　　　　　定員になり次第募集を終了します。

《AED導入の救命講習会》
開催日 ▼上級を除き随時受付中
受講時間 ▼

　普通Ⅰ　3時間
　普通Ⅱ　4時間
　上　級　8時間
受講料 ▼無料

　いずれの講習会においても、消防長から救命
技術を認定する講習修了証を交付します。
問合せ ▼岩国地区消防組合（☎22－1321）

　サロンとは、自治会や町内会などの小地域で、
高齢者と地域の人たちが協働で企画をし、内容
を決め、楽しくふれあいながら仲間づくりや生き
がいづくりをしていく活動をいいます。
　和木町内では、6月に山の手自治会（中田颯
男代表）で16個目のサロンが誕生し、各地で活
発な活動が繰り広げられています。
　サロンには気軽に参加することができます。興
味のある方、あるいはお手伝いをしてみたい方は、
参加してみてはいかがでしょうか?
問合せ ▼社会福祉協議会（☎52－8644）

ホットホット教室
　お好みソースが出来るまでを見学した後、親子
で本格的な広島お好み焼きを作って、楽しい夏休
みの思い出にしませんか？
日　時 ▼8月31日㈮10時～ 14時
集合時間 ▼8時40分
集合場所 ▼コミュニティセンター
　　※マイクロバスで出かけます
見学先 ▼

　　広島市西区商工センター　おたふくソース㈱
対　象 ▼小学生以上
定　員 ▼親子（2名）　10組先着順とします。
参加費 ▼700円／人
持参物 ▼エプロン、三角巾、スリッパ
申込期限 ▼8月23日㈭
問合せ・申込 ▼コミュニティセンター
� （☎52－2191）
※参加費用を添えてお願いします

期　日 ▼11月4日㈰<雨天決行>
場　所 ▼ �「わき愛あいフェスティバル」会場
　　　　（和木中学校グラウンド）
出店内容 ▼ �日用品・衣類・手作り品等（飲食物・

使用不能品は不可）、業者の申込み
は不可。

出店料 ▼1区画（3m×3m）
　　　　2,000円（1人1区画）
　　　　※申し込み後の返金はいたしません。
締め切り ▼9月20日㈭
　　※ただし、24区画になり次第締め切ります。
申込方法 ▼ �所定の申込用紙に必要事項を記入の

上、出店料を添えて実行委員会へお
申し込みください。（現金書留可）

申込及び問合せ先 ▼

〒740-0061
玖珂郡和木町和木2丁目1-1
「わき愛あいフェスティバル実行委員会」事務局
　（和木町教育委員会事務局内）
� （☎0827－53－3123）　
� （FAX0827－53－6776）
　　　　　　� 担当:米元・藤川・松井

わき愛あいフェスティバル
フリーマーケット出店者募集

9 月 9 日は救急の日

サロンに参加してみませんか？

日　時 ▼9月2日㈰～ 9月23日㈰10時～ 17時
場　所 ▼和木美術館（アートウィング）
出展者 ▼

三分一貴司　　油絵
島崎こずえ　　油絵
島崎陽子　　　油絵
藤川暁子　　　陶芸
森脇子雄　　　油絵

和木町陶芸絵画 5 人展

山の手サロンの様子
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ベルマークの収集にご協力ください。
　和木小学校では、ベルマークの収集をしてお
ります。今年も収集の輪を広げて地域の皆様
にもご協力をお願いしようと思います。
　ご家庭にあるベルマークやプリンターの使用
済みカートリッジがございましたら、回収箱に入
れてください。
　集めたベルマークの点数で、小学校で使用
する教材備品を購入させていただきます。
　ご協力をよろしくお願いします。
《回収箱設置場所》

①役場
②体育センター
③保健相談センター
④コミュニティセンター
⑤和木町社会福祉協議会
⑥和木郵便局
⑦文化会館

町民の皆さまのご来場をお待ちしております
　開かれた町政を実現するとともに、多くの町民の皆さまから、さまざまな意見をお聞かきし、町政に反映さ

せていくため、２年に１度、町長が町内各所におじゃまして開催する出前公聴会を、次の日程で開催します。

　普段思っておられることが気軽に話し合える、明るく楽しい会にしたいと考えています。町民の皆さまのご

来場をお待ちしております。

※いずれの会場も、午後７時からの開会予定です。

※対象自治会の日時でご都合の悪い場合は、別の会への参加をお願いいたします。

問合せ ▼企画総務課（☎５２－２１３５内線３０６）

出前公聴会のお知らせ

手紙を書いてみませんか?
　日本郵政公社では、文章表現によるコミュ
ニケーションを通じて心豊かな子ども達を育
むことを主な目的として「第40回手紙作文コ
ンクール」を実施します。
募集締切 ▼9月10日㈪
募集区分 ▼

①手紙作文部門　小学校の部・中学校の部
②はがき作文部門　小学校の部
③絵手紙部門
　小学校1～ 3年の部（幼児を含む。）
　小学校4～ 6年の部
　中学校・高等学校の部
　一般の部
賞 ▼審査の結果、優秀な作品488点（予定）
には、賞状・商品券を、また、ご応募いただ
いた方全員に応募記念品を進呈します。
結果発表 ▼平成20年1月（予定）
応募先 ▼持参の場合は最寄の郵便局へ。
　　　　郵送の場合は下記へ。
〒104－8689　東京都京橋郵便局　留
� 「第40回手紙作文コンクール」係
問合せ ▼和木郵便局（☎52－8883）

期　　日 開催場所 対象自治会
 ９月２６日㈬ 関ケ浜２丁目集会所 緑ヶ丘、緑ヶ丘２
 ９月２７日㈭ 関ケ浜分館 関ケ浜１・２
 ９月２８日㈮ 大谷集会所 大谷
１０月 ２日㈫ 瀬田分館 瀬田１・2
１０月 ５日㈮ つつじヶ丘集会所 つつじヶ丘
１０月１０日㈬ 和木１丁目集会所 上組、前組
１０月１２日㈮ 和木２丁目第２集会所 中組、中開
１０月１３日㈯ 蜂ヶ峯集会所 蜂ヶ峯
１０月１６日㈫ 和木２丁目第１集会所 背戸場、下組
１０月１７日㈬ 和木２丁目第３集会所 山の手、三井化学・寮
１０月１８日㈭ 和木３丁目集会所 曙、加賀開、新日本石油精製寮
１０月１９日㈮ 和木 4丁目第 2集会所 上灰場、中灰場、新地（4丁目）
１０月２２日㈪ 和木５丁目集会所 沖灰場、新地（5丁目）
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日　時 ▼12月8日㈯18時～
場　所 ▼文化会館
申込期間 ▼9月1日㈯～ 9月15日㈯
　　　　　持参、FAXまたは郵送で
応募資格 ▼小学生以上
※�応募者多数の場合は、選考させていただくこと
があります。

参加費 ▼無料
演奏時間 ▼7分以内
ジャンル ▼ �主に洋楽、器楽、声楽（主にアコース

ティックサウンド）
申込み・問合せ ▼

　〒740-0061
　　和木町和木2丁目15-1　文化協会事務局
� （☎52－2191）（FAX52－5200）

WAKI コンサート’ 07
参加者募集中！

《前夜祭》
呉音楽隊ふれあいコンサート
日　時 ▼9月8日㈯17時～
場　所 ▼シンフォニア岩国
※入場整理券が必要
　往復ハガキに2名迄の希望数を記入、
　ふれあいコンサート係宛

《岩国航空基地祭》
日　時 ▼9月9日㈰9時～
場　所 ▼海上自衛隊岩国航空基地
内　容 ▼ �体験搭乗（※搭乗券が必要）、航空機

展示、ファンシードリル、シミュレーター
体験など。体験搭乗は、中学生以上。
ただし、保護者の同乗で小学生まで可。
往復ハガキに2名迄の希望数及び希望
機種（飛行艇又はヘリコプター）を記
入のうえ、体験搭乗係まで応募してくだ
さい。

応募宛先 ▼ �〒740-8555（郵便番号だけで届き
ます）

　締切はいずれも8月20日㈪必着
　応募者多数の場合は抽選となります。
※�ご記入いただいた個人情報は、岩国航空基地
祭に関する業務のためのみに使用します。

※�天候により体験搭乗等は予告なしに中止・変更
する場合があります。

問合せ ▼岩国航空基地広報室
� （☎22－3181内線6232）

岩国航空基地祭

日　時 ▼9月8日㈯　14時開演
場　所 ▼文化会館
入場料 ▼無料
問合せ ▼代表　山本恵子
　　　　（☎53－2467）

コーラス「あひる」第30周年記念演奏会

日　時 ▼8月18日㈯　10時～
場　所 ▼文化会館
入場料 ▼無料

おもしろいよ！　みにきてね

ファミリー映画会「カーズ」

日　時 ▼8月26日㈰　14時～
場　所 ▼文化会館
入場料 ▼無料
共　催 ▼ �和木小学校、和木中学校、和木中学校

吹奏楽部OB会
問合せ ▼和木中学校（☎52－4328）

「サマーコンサート」第30周年記念演奏会
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大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
の
お
そ

れ
が
あ
る
と
き
に
、
市
町
長
が
避

難
勧
告
な
ど
を
発
表
す
る
時
の
判

断
や
、
住
民
の
自
主
避
難
の
参
考

と
な
る
よ
う
、
山
口
県
と
下
関
地

方
気
象
台
が
共
同
で
「
土
砂
災
害

警
戒
情
報
」
を
新
た
に
発
表
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
放

送
の
ほ
か
、
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
山
口
県
砂
防
課

（
☎
0
8
3

－

9
3
3

－

3
7
5
4
）

　

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

（h
ttp

://w
w
w
.jm

a
.g
o
.jp

/
jm
a/S

index.htm
l

）

災
害
情
報
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
！

寄
付
・
寄
贈

　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議

会
へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

岡
田　

俊
子
さ
ん�
（
和
木
地
区
）

大
嶽
芙
美
子
さ
ん�

（
和
木
地
区
）

村
上　

康
夫
さ
ん�

（
和
木
地
区
）

吉
田　

時
子
さ
ん�

（
岩
国
市
車
町
）

●
一
般
寄
付

佐
々
木
ア
キ
コ
さ
ん�

（
和
木
地
区
）

匿
名
様�

（
和
木
地
区
）

和
木
町
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
様

　

原
爆
死
没
者
及
び
第
二
次
世
界

大
戦
死
没
者
の
ご
冥
福
と
世
界
恒

久
平
和
の
確
立
を
祈
念
す
る
た
め

に
、
家
庭
や
職
場
で
次
の
日
時
に

1
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ

う
。

◆
広
島
原
爆
投
下
時
刻

　

8
月
6
日
㈪
8
時
15
分

◆
長
崎
原
爆
投
下
時
刻

　

8
月
9
日
㈭
11
時
2
分

◆
終
戦
記
念
日

　

8
月
15
日
㈬
正
午

　

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

企
画
総
務
課

黙
と
う
の
お
願
い

︻
相　

談
︼

　

10
日
前
、
家
を
訪
ね
て
き
た
事
業

者
と
高
額
な
布
団
の
購
入
契
約
を
し

て
し
ま
っ
た
。
事
業
者
が
帰
っ
た
後
、

冷
静
に
考
え
直
す
と
、
不
要
で
あ
る

と
思
わ
れ
た
の
で
、
契
約
し
た
そ
の
日

に
解
約
を
申
し
出
た
が
、
解
約
で
き

な
い
と
言
わ
れ
、
解
約
を
あ
き
ら
め

た
。
本
当
に
解
約
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

︻
処　

理
︼

　

訪
問
販
売
で
の
契
約
は
、
特
定
商

取
引
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
、
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
内
に
「
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な
い
」
な
ど
の
虚

偽
の
説
明
や
脅
迫
な
ど
に
よ
り
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
を
妨
害
す
る
行
為
が
あ

っ
た
場
合
は
、
8
日
を
過
ぎ
て
も
、
い

つ
で
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
そ
の
事
業
者
か
ら
、
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
旨
を
記
載
し

た
書
面
を
改
め
て
渡
さ
れ
た
と
き
は
、

そ
の
日
か
ら
8
日
を
経
過
す
る
と
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な
く
な
る
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

　

す
ぐ
に
買
い
換
え
る
よ
う
に
契
約

を
急
が
さ
れ
て
も
、
そ
の
場
で
は
契
約

せ
ず
、
家
族
な
ど
と
相
談
し
て
、
本

当
に
買
い
換
え
が
必
要
か
ど
う
か
、
金

額
は
適
当
か
な
ど
を
慎
重
に
判
断
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

消費者生活相談
だよりVol.34
高額な布団の
購入契約をしたが…

和

木

短

歌

教

室

夜
お
そ
く
友
の
訃
報
の
電
話
あ
り

　

最
後
の
別
れ
胸
に
こ
み
あ
ぐ�

広
宇
次
信
子

久
方
に
訪
ひ
し
嵯
峨
野
は
賑
わ
い
て

　

静
か
な
竹
林
思
い
出
遥
か�

大
野　

千
尋

ま
っ
す
ぐ
に
天
に
伸
び
た
る
紫
の

　

菖
蒲
の
君
は
梅
雨
の
待
人�

横
川
美
代
子

紫
陽
花
は
色
鮮
や
か
に
咲
き
競
い

　

主
な
き
家
に
吾
を
待
つ
が
に�

神
園　

静
美

九
十
歳
け
ふ
け
ふ
生
き
て
春
も
す
ぐ

　

熱
き
夏
の
夜
夢
み
ゆ
命�

田
渕
ハ
ネ
子

和
木
俳
句
教
室
句
会

（
7
月
2�
日
句
会
）

白
南
風
や
坂
に
た
む
ろ
す
島
の
猫�

陣
場　

孝
子

廃
線
の
鉄
路
を
覆
ふ
葛
の
花�

灰
岡
美
穂
子

帰
省
子
の
足
の
は
み
出
る
布
団
か
な�

平
岡　

菊
江

家
中
に
紫
陽
花
活
け
て
旅
立
て
り�

浦　
　

盈
子

浜
木
綿
や
海
を
ま
ぢ
か
に
海
女
の
墓�

与
三
本
愛
子

問
合
せ

企
画
総
務
課（
☎
52

－

2
1
3
5
）

く
ら
し
の
相
談
員

岡
内
章
二
郎（
☎
52

－

5
8
6
8
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3

－

9
2
4

－

2
4
2
1
）
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燃えるごみの約 40%は水分です！
一袋当たりの水分の処理費は、約 100円です！

　町では、毎年家庭から出されるごみ袋を10ヶ所無作為に選び出し、「ごみ質分析」をしています。その袋
の中のなんと40%が水分という結果が出ています。一袋当たり平均の重さは約 10kgで、その内約 4kgが
水分ということになります。
　今、燃えるごみの処理費は、1㎏当たり25円です。つまり一袋あたりの処理費は、約250円ということになり、
水分の処理費が約 100円かかっているということになります。水分を処理する費用は無駄だと思いませんか?
　町内で平成 17年度に収集した燃えるごみは、1,048,000㎏、袋にするとなんと約 104,800 袋となり、年
間約 26,200,000 円の処理費が使われていることになります。
　そこで、一袋当たり100g の水分を各家庭で減らして出すと年間で262,000 円の処理費削減となります。
1kg 減らすとなんと2,620,000 円も処理費が安くなります。処理費は、ごみ袋の販売だけでは賄えません。
足りない金額は、皆さんが支払ってくださった他の税金を使うことになります。
　町民の皆さんのちょっとした気持ちで税金の使い方が大きく変わってきます。

処理費　
　　　　1個　250円･･････････････････････････ 1 年間　26,200,000円

（水分の処理費　10,480,000円）
　100g 減らすと
　　　　1個　247円 50銭････････････････････ 1 年間　25,938,000円

（水分の処理費　10,218,000円）（△262,000円）
　1㎏減らすと
　　　　1個　225円･･････････････････････････ 1 年間　23,580,000円

（水分の処理費　7,860,000円）（△2,620,000円）
※生ゴミ処理機の購入補助制度
　購入に要する経費の 1/2 以内で、25,000円が限度です。
問合せ ▼住民サービス課（☎ 52－2131 内線 205）

　

広
報
わ
き
に
掲
載
し
た
写
真
を
無

料
で
差
し
上
げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

�

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
3
1
1
）

　

資
源
の
大
切
さ
及
び
再
資
源
化
（
リ

サ
イ
ク
ル
）
に
つ
い
て
各
施
設
を
皆

さ
ん
に
見
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
人
員
▼
25
名

※�

子
ど
も
は
小
学
校
5
年
以
上
で
親

子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

実
施
主
体
▼

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
和
木
町

見
学
施
設
▼

①
木
く
ず
チ
ッ
プ
製
造
施
設
（
和
木

町
）

②
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
（
岩
国
市
）

③
生
ご
み
乾
燥
機
（
岩
国
市
）

日　

時
▼�

8
月
29
日
㈬
13
時
～
16
時

30
分

集　

合
▼
役
場
西
側
駐
車
場

申
込
期
限
▼
8
月
17
日
㈮

そ
の
他
▼

　

現
地
へ
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
送

迎
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
先
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス

課�

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
2
0
5
）

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集
！

和木町のごみ事情

広
報
写
真
差
し
上
げ
ま
す
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わき Net No.�（H�9.　8）わき Netわき Net環
境

地球温暖化とは？Part5
■世界で増え続ける二酸化炭素
　現代、エネルギーの大量消費が進むにつれて、世界の二酸化炭素の排出量は激増しており、1950年以降4

倍にもなっています。また、大気中の濃度も増加し続けています。産業革命前は約280ppmで安定していま

したが、人類が石油や石炭などの化石燃料を大量に消費するようになるにつれて増え、現在では産業革命前

の3割増の約370ppmにまで増えており、評価報告書によれば、このままでは21世紀の終わりまでには二酸

化炭素の大気中の濃度は540～ 970ppmになるだろうと予測されています。

■大半は先進国から
　二酸化炭素の排出量には、大きな南北格差があります。アメリカは世界の約4分の1を排出しており、旧ソ連・

東欧を含む世界人口の4分の1の先進国で、世界の二酸化炭素の排出量の6割を排出しています。日本の排出

量は約5％ですが、これは中南米とほぼ同じ量で、アフリカ全体と比べるとその約1.6倍に相当する量です。

　1人当たりの排出量についても、アメリカ・オーストラリアなどをはじめとして先進国で高く、逆に開発途

上国では極端に少なくなっています。

　このデータを見ても、食べ物・衣服・家電製品・車など、日本をはじめ先進国の豊かで便利な生活、大量生産・

大量消費・大量廃棄の社会経済活動が、地球温暖化の大きな原因になっていることがわかります。

■日本の二酸化炭素排出量の変化
　日本の場合、さまざまな温室効果ガスのうち、二酸化炭素が約9割を占めています。しかも、その排出量を

見ると、年々増加傾向にあり、2000年の時点で1990年の約10.5％増となっています。

　二酸化炭素の排出量の変化を部門別で見ると、廃棄物部門が最大の伸び率を示しています。つづいて自動

車中心のライフスタイルが進んだことから運輸部門の伸び率が高く、OA機器の普及拡大などを反映して民生

（業務）部門でも高い伸び率を示しています。

　また、民生（家庭）部門において二酸化炭素の排出量が著しく増加傾向にあることも、見逃せません。こ

の背景には、世帯数の増加や家電製品の保有率の上昇が、影響しているものと考えられます。

■山口県では5年間で14％増
　山口県でも二酸化炭素の排出量は全国と同様な傾向を示し、2000年度の排出量は1990年度に比べて約

12％増えています。中でも、家電製品が増えてきたことなどから、家庭からの二酸化炭素排出量は2000年

の時点で1990年の約18％増と年々増加しており、全体の排出量を引き上げる要因の一つになっています。
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5
1 100以上
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40 － 44
35 － 39
30 － 34
25 － 29
20 － 24
15 － 19
10 － 14
 5 －  9
 0 －  4

155
169

159
161
182
176

236
227

163
192

230
238

198
199
202

152
134

93
41

13
4

和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド
平成19年7月1日現在

総人口　6,615人
 （±0）
世帯数　2,704世帯
 （＋1）
和木町の面積　10.56

（±0） （±0）
 3,291人　男 女　3,324人

今 月 の 納 税
町県民税����������������������������������������������������2期分

国民健康保険料����������������������������������������2期分

介護保険料������������������������������������������������2期分

住宅使用料������������������������������������������������8月分

※納期内に納めましょう！

問合せ ▼税務課（☎52－2135内線203）

受付期間 ▼8月10日㈮まで

試験職種 ▼

事務職　若干名

技術職（建築）　1名程度

社会福祉士　1名程度

保育士（幼稚園教諭）　若干名

受験資格 ▼

事務職 ▼昭和54年4月2日以降に生まれた方で、高

等学校以上の学校を卒業した方、又は来年3月卒業

見込みの方。和木町内に居住している方、または

居住予定の方。

技術職（建築） ▼昭和47年4月2日以降に生まれた

方で、1級建築士または2級建築士資格を取得して

いる方。

社会福祉士 ▼昭和47年4月2日以降に生まれた方で、

社会福祉士資格を取得している方。普通自動車免

許を取得している方。

保育士（幼稚園教諭） ▼昭和54年4月2日以降に生

まれた方で、保育士資格及び幼稚園教諭二種以上

の免許を取得している方または来年3月までに取得

見込みの方

第1次試験日 ▼9月16日㈰

採用予定日 ▼平成20年4月1日

お問合せ ▼企画総務課（☎52－2135内線306）

※募集要項を、企画総務課（役場2階）で用意して

います。また、募集要項は、町ホームページにも

掲載しています。（http://www.town.waki.lg.jp/）

町職員採用試験の実施について

　現在、児童扶養手当、特別児童扶養手当を受給され
ている方は、現況届の提出が必要です
　現況届は、毎年1回、受給者（手当の支給を受けて
いる方はもちろん、所得制限により手当の支給を受け
ていない方も含みます。）からの届出にもとづき、前
年の所得及び受給資格について審査するもので、この
届出をしていただかないと8月以降の手当は支給され
ません。
　証書及び印鑑を持参のうえ、添付書類を添えて保健
福祉課に提出してください。
届出期間 ▼

◆児童扶養手当は、8月1日㈬から8月31日㈮まで
　※�添付書類:世帯全員の住民票、養育費等に関する
報告書

◆特別児童扶養手当は、8月13日㈪から9月10日㈪まで
　※�現況届を提出しないと、時効により手当を受ける
資格を失うことがあります。

問合せ ▼保健福祉課（☎52－2135内線210）

児童扶養手当、特別児童扶養手当
現況届の提出について
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